
教員の関心低下危惧

採択薄まる現場の声育鵬社歴史教科書県・4市町

松山東署誤認逮捕問題
女性と映像の女同一と誤信
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「自白執拗に強要」
松山東署誠認遣捕 被害女性が手記

不適切捜査を批判耳疑う発言次々就職に影響示唆卑劣また導は害

「犯人なら目の前にいる

私の話に耳相けず/直常心


